
第２期循環器病対策推進基本計画（R5.3.28 閣議決定）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

＜主な追加内容＞ 

 〇他の疾患等に係る対策との連携 

   循環器病は合併症・併発症も多く病態は多岐にわたる。そのため、腫瘍循

環器やがんに関連した脳卒中の観点では「第４期がん対策推進基本計画」（令

和５年３月閣議決定）、小児期・若年期から配慮が必要な循環器病の観点では

「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針」（令

和５年３月閣議決定）、循環器病の発症予防や重症化予防の観点では「腎疾患

対策検討会報告書（平成 30 年）」における関連施策と連携して取り組む。 

 

 〇感染症発生・まん延時や災害時等の有事を見据えた対策 

感染症発生・まん延時や災害時等の有事においても、感染症患者や被災者 

等に対する医療を都道府県ごとに確保することを中心としつつ、それ以外 

の疾患の患者に対する医療の確保も適切に図ることができるような医療提 

供体制を構築していく。 

  

  

 


